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1 

姿
も
垣
間
見
ら
れ
る
が
、
企

一
門
最
期
の
場
面
で
あ
る
。

「
見
る
べ
き
程
は
見
つ
」
。
平
家
一
門
の
最
期
を
見
届
け
た
平
知
盛
は
、
そ
う
言
い
残
し
入
水
を
遂
げ
る
。
『
平
家
物
語
』
の
読
解
に
お

い
て
今
な
お
影
響
力
を
も
つ
石
母
田
正
氏
の
「
運
命
論
」
で
は
ｓ
平
家
物
語
」
岩
波
書
店
、
一
九
五
七
年
）
、
こ
の
諦
念
が
物
語
の
構
想
と

の
関
係
か
ら
解
釈
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
単
な
る
「
名
言
」
以
上
の
重
厚
な
一
一
一
一
口
葉
で
あ
る
こ
と
は
繰
り
返
す
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
だ
か

ら
こ
そ
、
こ
の
三
一
一
口
は
知
盛
と
い
う
人
物
像
を
大
き
く
規
定
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
場
面
に
よ
っ
て
は
、
果
敢
に
合
戦
に
挑
む
知
盛
の

姿
も
垣
間
見
ら
れ
る
が
、
冷
静
で
理
知
的
な
人
物
と
し
て
捉
え
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
そ
の
姿
を
象
徴
す
る
の
が
壇
ノ
浦
合
戦
の
平
家

そ
の
知
盛
が
能
の
中
で
幽
霊
と
し
て
登
場
す
る
と
、
性
格
が
一
変
す
る
。
生
身
の
人
間
で
は
な
く
、
修
羅
と
し
て
現
れ
、
現
世
で
の
戦

い
の
様
や
修
羅
道
の
苦
患
を
示
す
の
だ
か
ら
、
『
平
家
物
語
」
か
ら
の
転
写
に
終
始
し
な
い
の
は
当
然
だ
が
、
そ
の
性
格
の
差
異
は
知
盛

の
霊
の
出
立
に
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
『
平
家
物
語
』
の
壇
ノ
浦
合
戦
で
は
戦
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
知
盛
が
、
〈
船
弁
慶
ｘ
碇

長
刀
を
持
つ
知
盛
の
成
立
ｌ
〈
碇
潜
×
船
弁
慶
〉
を
め
ぐ
る
試
論
Ｉ

長
刀
を
持
つ
知
盛

伊
海
孝
充
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２ 

潜
〉
で
は
長
刀
を
持
つ
怨
霊
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
伊
藤
正
義
氏
の
「
『
平
家
物
語
」
で
は
ほ
と
ん
ど

戦
闘
に
参
加
し
て
い
な
い
知
盛
に
、
安
芸
太
郎
・
次
郎
を
両
脇
に
抱
え
挟
ん
で
海
中
に
沈
ん
だ
勇
将
と
し
て
の
教
経
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね

合
わ
せ
て
い
る
。
」
（
新
潮
日
本
古
典
集
成
「
謡
曲
集
下
』
〈
船
弁
慶
〉
解
説
（
新
潮
社
、
一
九
八
八
年
）
）
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
し
か
し
、
平
氏

の
怨
霊
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
教
経
で
は
な
く
、
な
ぜ
知
驍
を
シ
テ
に
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
疑
問
が
残
る
。
ま
た
表
き
よ
し
氏
は
知
盛

を
「
武
勇
に
長
け
た
人
物
と
し
て
把
え
よ
う
と
す
る
傾
向
が
こ
の
時
代
に
は
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
」
と
推
測
し
て
い
る

が
（
「
壇
の
浦
合
戦
を
素
材
と
す
る
能
ｌ
碇
潜
・
先
帝
・
大
原
御
幸
ｌ
」
（
『
中
世
文
学
」
三
一
号
、
一
九
八
六
年
。
以
下
「
表
氏
稿
」
。
）
）
、
同
時
代

に
こ
う
し
た
知
盛
を
描
い
た
作
品
が
な
い
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
あ
く
ま
で
も
能
の
中
で
の
創
意
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
知
盛
に

わ
ざ
わ
ざ
長
刀
を
持
た
せ
た
の
か
と
い
う
問
題
は
、
こ
の
二
曲
の
成
立
を
考
え
る
上
で
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
能
に
お
い
て
知
盛
の
長
刀
を
持
つ
姿
が
成
立
し
た
過
程
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
前
述
の
よ
う
に
、
長
刀
を
持
つ
知
盛

の
霊
は
〈
碇
潜
〉
と
〈
船
弁
慶
〉
に
登
場
す
る
が
、
両
曲
に
は
何
ら
か
の
影
響
関
係
が
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
「
影
響
」
を
考
え
る
と

き
に
先
後
関
係
が
問
題
に
な
る
が
、
こ
の
点
も
能
に
お
け
る
知
盛
像
の
生
成
過
程
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
一
つ
の
推
論
を
立
て
る
こ
と
が

可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
ま
ず
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
〈
碇
潜
〉
の
構
造
を
分
析
し
、
こ
れ
と
類
似
性
が
認
め
ら
れ
る
〈
熊
手
判

官
〉
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
こ
の
曲
の
成
立
背
景
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
そ
の
上
で
〈
船
弁
慶
〉
と
の
先
後
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
、
長
刀

と
い
う
小
道
具
の
効
果
と
変
遷
に
つ
い
て
の
仮
説
を
示
し
て
み
る
。

〈
碇
潜
〉
の
成
立
に
関
し
て
は
表
氏
稿
に
一
一
一
一
口
及
が
あ
り
、
謡
物
と
し
て
成
立
し
た
く
先
帝
〉
の
影
響
下
に
〈
碇
潜
〉
が
で
き
た
こ
と
が
論
じ
ら

れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
曲
が
典
拠
と
し
て
い
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
『
平
家
物
語
」
な
の
で
、
こ
の
両
者
の
関
係
を
い
ま
一
度
検

‐
Ｉ
 

二
〈
碇
潜
〉
と
「
平
家
物
語
』
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長刀を持つ知盛の成立一く碇潜><船弁慶>をめぐる試論一

丁表なでて を間以でカラ
ー氏つシも構進で下も氏

i奮葆三襄盛誓装善意竈＃

３ 
証
し
て
み
た
い
。

「
平
家
物
語
』
の
知
盛
像
に
つ
い
て
は
、
延
慶
本
に
注
目
し
た
傾
聴
す
べ
き
指
摘
が
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
延
慶
本
で
は
壇
ノ
浦
合
戦

で
最
後
ま
で
義
経
に
執
着
し
て
い
る
の
は
、
教
経
で
は
な
く
知
盛
で
あ
る
と
読
む
こ
と
で
、
「
新
中
納
言
物
語
」
の
存
在
を
想
定
す
る
論

（
生
方
貴
重
氏
「
「
新
中
納
言
物
語
」
の
可
能
性
ｌ
延
慶
本
「
平
家
物
語
」
壇
浦
合
戦
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
「
大
谷
女
子
短
大
紀
要
」
三
一
号
、
一
九
八

八
年
三
月
）
や
、
同
じ
く
延
慶
本
に
源
氏
に
生
け
捕
ら
れ
た
妻
た
ち
が
「
新
中
納
一
一
一
一
ロ
ノ
今
ワ
ノ
時
、
タ
ワ
ブ
レ
テ
宣
シ
事
サ
ヘ
思
出
ラ
レ

テ
、
悲
カ
ラ
ズ
ト
云
事
ナ
シ
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
証
一
一
一
一
口
を
も
と
に
魅
力
的
な
知
盛
像
が
で
き
た
と
い
う
推
測
（
日
下

（
注
１
）

カ
氏
・
鈴
木
彰
氏
・
出
口
久
徳
氏
『
平
家
物
語
を
知
る
事
典
』
東
京
堂
出
版
、
二
○
○
五
年
）
な
ど
で
あ
る
。
特
に
前
者
は
〈
碇
潜
〉
を
考
え
る
上

で
も
考
慮
す
べ
き
指
摘
で
あ
る
が
、
本
曲
は
知
盛
像
の
造
型
だ
け
で
は
な
く
、
物
語
の
構
成
に
も
重
要
な
問
題
が
存
在
す
る
。
そ
の
た
め

以
下
、
巻
第
十
一
壇
ノ
浦
合
戦
後
の
章
段
に
注
目
し
て
、
『
平
家
物
語
」
と
〈
碇
潜
〉
と
を
対
比
し
て
み
た
い
。
当
然
『
平
家
物
語
」
諸
本

間
で
は
本
文
異
同
や
記
事
の
出
入
り
が
あ
る
が
、
内
容
に
関
わ
る
大
き
な
変
動
は
な
い
の
で
、
と
り
あ
え
ず
覚
一
本
の
構
成
に
従
っ
て
論

参
・
信
一
，
，
。

構
成
に
注
目
し
な
が
ら
覚
一
本
と
〈
碇
潜
〉
の
対
応
関
係
を
ま
と
め
た
の
が
《
図
１
》
で
あ
る
。
す
で
に
『
平
家
物
語
」
と
の
関
係
に
つ
い

て
も
表
氏
稿
で
覚
一
本
系
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
り
な
が
ら
、
自
由
な
構
成
で
作
能
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
〈
碇
潜
〉
は
前
場

で
シ
テ
（
漁
翁
）
が
教
経
の
最
期
を
語
り
、
後
場
で
は
知
盛
や
二
位
の
尼
の
霊
が
登
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
最
期
を
見
せ
る
と
い
う
内
容
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
『
平
家
物
語
」
と
は
話
の
展
開
が
異
な
り
、
詞
章
レ
ベ
ル
で
も
『
平
家
物
語
」
諸
本
と
一
致
す
る
箇
所
は
少
な
い
が
、

表
氏
が
指
摘
す
る
ご
と
く
、
内
容
と
し
て
は
「
覚
一
本
系
」
に
拠
っ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
中
で
注
目
す
べ
き
は
、

百
二
十
句
本
と
の
関
係
で
あ
る
。
例
え
ば
四
段
［
語
り
］
の
部
分
の
「
せ
ん
な
き
能
登
殿
の
振
舞
い
か
な
」
と
戦
い
を
続
け
る
教
経
を
諌

め
る
知
盛
の
言
葉
が
屋
代
本
・
百
二
十
句
本
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
（
※
ｂ
）
。
さ
ら
に
、
入
水
直
前
の
安
徳
帝
の
姿
を
「
龍
顔
」
と
形
容
し
て

Ⅷ
Ⅳ
‐
・
刮
口
■
・
巳
■
且
、
▼

…
艶
、
肝
．
Ⅵ
。
．
、
－
Ｊ
Ⅷ
．
。
．
．
：
。
．
：
。
．
。
．
．
．
・
ｕ
ｉ
ｊ
ｌ
輔
．
灘
〈
佃
輔
・
騨
巾
曜
刈
．
》
．
舵
勤
．
剰
議
．
ｊ
・
・
皿
．
…
：
‐
・
‐
ｉ
・
ｎ
．
応
Ⅱ
．
Ｉ
ロ
・
州
、
‐
Ｉ
‐
Ｉ
Ⅱ
．
．
‐
‐
，
四
１
日
，
．
１
．
．
１
１
冠
Ⅲ
。
ｌ
・
一
ｎ
Ｎ
Ⅲ
Ｍ
１
‐
Ｉ
Ⅶ
ｌ
Ⅱ
㎡
ｉ

‐
‐
ｒ
１
１
．
：
．
 

．
１
．
．
．
．
．
Ⅱ
 

Hosei University Repository



４ 

鐸～

図
１ 
、鐸

Ａ 「
先
帝
身
投
」

①
知
盛
が
敗
戦
を
告
げ
る
。

②
先
帝
（
安
徳
帝
）
・
二
位
殿
（
時
子
）
の
入
水
。

「
能
登
殿
最
期
」

③
女
院
（
建
礼
門
院
徳
子
）
入
水
す
る
も
捕
え
ら
れ
る
。

④
平
家
一
門
の
最
期
（
最
後
）

１
平
教
盛
・
経
盛
が
碇
を
か
づ
き
入
水
。

２
平
資
盛
・
有
盛
・
行
盛
が
互
い
に
手
を
組
み
入
水
。

３
飛
騨
三
郎
景
経
討
ち
死
。

４
宗
盛
父
子
捕
ら
わ
れ
る
。

⑤
教
経
の
最
期

１
教
経
が
長
刀
を
持
ち
奮
戦

２
教
経
・
義
経
接
近
す
る
も
、
義
経
は
舟
を
わ
た
り
逃
避
。

３
教
経
が
安
芸
太
郎
実
光
・
次
郎
兄
弟
を
脇
に
挟
み
入
水
。

「
内
侍
所
都
入
」

⑥
知
盛
「
見
る
べ
き
程
は
見
っ
」
と
、
伊
賀
家
長
と
と
も
に
鎧
二

領
を
着
て
入
水
。

⑦
悪
七
兵
衛
景
清
ら
の
逃
避
。

⑧
生
け
捕
ら
れ
た
平
家
方
の
者
を
列
挙
。

⑨
義
経
が
院
へ
合
戦
の
報
告
と
捕
虜
と
と
も
に
上
洛
。

所
都
入
」
（
覚
一
本
に
よ
る
）

「
平
家
物
語
』
巻
第
十

「
平
家
物
語
』
巻
第
十「
先
帝
身
投
」
「
能
登
殿
最
期
」
「
内
侍

（
壇
ノ
浦
合
戦
）
と
〈
碇
潜
〉
の
構
成

一
段
ワ
キ
の
登
場
・
早
鞆
の
浦
ま
で
の
道
行
［
次
第
］
［
名
ノ
リ
］
［
上
ゲ

歌
］
［
着
キ
ゼ
リ
フ
ニ

ニ
段
シ
テ
・
ツ
レ
の
登
場

三
段
便
船
を
乞
う
ワ
キ
と
ツ
レ
・
シ
テ
と
の
応
対
（
サ
シ
］
［
｜
セ
イ
］
［
問

答
］
［
上
ゲ
歌
］
）

四
段
【
⑤
】
教
経
の
最
期
の
語
り
［
問
答
］
［
語
り
］
［
中
ノ
リ
地
］
）

※
ａ
「
白
柄
の
長
刀
」
↓
八
坂
系
諸
本
に
記
載
あ
り

※
ｂ
知
盛
の
台
詞
「
せ
ん
な
き
能
登
殿
の
振
舞
い
か
な
…
」
↓
屋
代
本
・
百

二
十
句
本
と
酷
似

※
ｃ
「
二
丈
ば
か
り
の
味
方
の
船
に
」
↓
長
門
本
・
屋
代
本
．
百
二
十
句
本

は
。
丈
」
。

五
段
シ
テ
が
弔
い
を
求
め
て
消
え
る
［
歌
］
）

六
段
ア
イ
の
語
り
（
［
問
答
］
［
語
り
］
）

七
段
ワ
キ
が
海
の
急
変
を
察
す
る
（
［
サ
シ
］
）

八
段
【
①
②
】
平
家
一
門
が
登
場
。
二
位
の
尼
が
安
徳
帝
に
「
竜
宮
」
に
行

く
と
告
げ
、
入
水
。

〔
サ
シ
］
［
上
ゲ
歌
］
［
ク
リ
］
［
サ
シ
］
［
ク
セ
］
［
詠
］
）

※
ｄ
二
位
の
尼
の
出
立
「
白
き
お
ん
袴
の
棲
高
う
召
さ
れ
て
」

↓
平
家
諸
本
は
「
鈍
色
の
衣
」
「
練
袴
」

※
ｅ
「
神
璽
を
脇
に
挟
み
宝
剣
を
腰
に
差
し
」
↓
平
家
諸
本
と
ほ
ぼ
同
一

※
ｆ
「
龍
宮
」
に
行
く
と
告
げ
る
↓
屋
代
本
・
覚
一
本
等
「
西
方
浄
土
」
、

延
慶
本
等
「
極
楽
」

※
ｇ
安
徳
帝
が
泣
く
姿
を
「
龍
顔
に
お
ん
涙
を
」
と
あ
る
。

↓
百
二
十
句
本
に
「
龍
顔
を
沈
め
奉
る
」
と
あ
る
。

九
段
【
⑥
（
⑤
１
１
、
④
１
１
邑
知
盛
の
奮
戦
と
入
水
【
□
］
［
ノ
リ
地
］
）

※
ｈ
知
盛
が
長
刀
を
振
い
戦
う
姿
は
、
平
家
諸
本
に
は
な
し
。

※
ｉ
知
盛
が
碇
を
背
負
い
入
水
す
る
の
は
、
如
白
本
（
八
坂
系
諸
本
）
と
一
致
。

Ｂ 

〈
碇
潜
〉
の
構
成
と
『
平
家
物
語
』
と
の
対
応
関
係

Ｓ
】
は
「
平
家
物
語
」
の
対
応
箇
所
を
示
す
）
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５長刀を持つ知盛の成立一く碇潜><船弁慶>をめぐる試論一
い
る
箇
所
も
、
百
二
十
句
本
と
一
致
し
て
お
り
（
※
ｇ
）
、
『
平
家
物
語
」
諸
本
の
中
で
は
こ
の
本
と
の
近
似
性
に
も
注
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。

た
だ
し
義
経
が
教
経
か
ら
逃
れ
る
と
き
、
〈
碇
潜
〉
で
は
「
二
丈
ば
か
り
の
味
方
の
船
に
」
と
あ
る
が
、
百
二
十
句
本
な
ど
は
「
｜
丈
」
と

な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
他
本
に
近
い
詞
章
も
あ
る
の
で
、
一
概
に
両
者
の
緊
密
性
を
強
調
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
〈
碇
潜
〉
で
は
鎧
を
二
領
着
て
碇
を
背
負
い
入
水
す
る
知
盛
が
、
『
平
家
物
語
』
で
は
鎧
を
二
領
着
て
乳
母
子
・
伊
賀
平
内
左
衛
門

家
長
と
手
を
組
み
入
水
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
冒
頭
で
触
れ
た
「
長
刀
を
持
つ
知
盛
像
」
と
同
様
に
、
『
平
家
物
語
』
と
大
き
く
乖

離
す
る
。
た
だ
し
八
坂
系
諸
本
の
一
つ
、
如
白
本
な
ど
が
〈
碇
潜
〉
と
同
様
の
知
盛
の
最
期
を
描
出
し
て
お
り
（
※
ｉ
）
、
表
氏
稿
は
こ
う
し

た
諸
本
の
影
響
を
受
け
、
〈
碇
潜
〉
が
作
能
さ
れ
た
可
能
性
を
想
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
碇
を
背
負
う
知
盛
」
は
『
平
家
物
語
』
諸
本

の
中
で
は
か
な
り
特
殊
な
記
述
で
あ
る
し
、
そ
れ
を
記
す
如
白
本
の
成
立
年
代
は
不
明
確
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
八
坂
系
諸
本
」
と
呼
ば

れ
る
一
群
の
テ
キ
ス
ト
は
把
握
し
づ
ら
い
ほ
ど
の
多
様
性
が
あ
り
、
中
世
に
お
い
て
の
「
八
坂
流
」
と
い
う
概
念
を
用
い
る
こ
と
を
否
定

（
注
２
）

す
る
研
究
も
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
特
殊
な
記
述
を
も
っ
た
如
白
本
な
ど
の
影
響
下
に
〈
碇
潜
〉
が
作
ら
れ
た
と
考
麓
え
る
よ
り
も
、
む
し

ろ
如
白
本
な
ど
の
『
平
家
物
語
』
の
テ
キ
ス
ト
が
能
か
ら
影
響
を
受
け
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

碇
を
背
負
い
入
水
す
る
知
盛
の
最
期
は
能
の
中
で
作
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
。
物
語
の
展
開
は
『
平
家
物
語
」
に
倣
い
な
が

ら
も
、
長
刀
を
手
に
戦
い
、
碇
を
か
づ
き
入
水
す
る
と
い
っ
た
特
異
な
知
盛
像
が
な
ぜ
必
要
で
あ
っ
た
か
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に

は
、
〈
碇
潜
〉
の
内
部
を
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

〈
碇
潜
〉
の
構
造
を
考
え
る
と
き
、
最
良
の
テ
キ
ス
ト
と
な
る
の
が
〈
碇
潜
〉
の
古
態
を
伝
え
て
い
る
「
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
般
若
窟
文

庫
蔵
永
正
七
年
金
春
七
郎
元
安
本
転
写
本
（
以
下
「
禅
鳳
本
」
と
で
あ
る
。
室
町
後
期
の
〈
碇
潜
〉
の
演
じ
方
を
知
る
上
で
も
貴
重
な
テ
キ

三
禅
鳳
本
に
お
け
る
〈
碇
潜
〉
の
構
造
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６ 

ス
ト
な
の
で
、
こ
の
本
に
従
っ
て
内
部
考
証
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
曲
の
特
色
を
考
え
て
み
た
い
（
以
下
、
引
用
詞
章
も
同
本
を
用
い
る
）
。

禅
鳳
本
の
特
徴
（
現
行
と
の
差
異
）
を
纏
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

１
前
ツ
レ
と
し
て
船
頭
が
登
場
す
る
。

２
前
ツ
レ
が
船
賃
を
持
た
な
い
ワ
キ
の
乗
船
を
拒
否
す
る
場
面
が
あ
る
。

３
前
ツ
レ
を
両
脇
に
抱
え
、
前
シ
テ
が
教
経
入
水
の
様
を
み
せ
る
。

４
後
場
に
安
徳
帝
も
登
場
し
、
入
水
の
様
を
み
せ
る
。

禅
鳳
本
の
末
尾
に
は
演
出
注
記
が
あ
り
「
つ
れ
お
と
こ
－
人
に
て
も
仕
候
あ
い
の
物
出
候
時
大
船
に
と
ま
を
ふ
き
て
出
候
と
も
に
い

か
り
を
う
ち
候
中
に
は
せ
ん
て
い
－
一
位
殿
と
も
国
り
三
人
の
り
候
」
と
あ
り
、
詞
章
や
登
場
人
物
の
差
異
だ
け
で
な
く
、
現
行
と
の
演

出
の
違
い
が
具
体
的
に
把
握
で
き
る
。
こ
の
演
出
は
現
存
最
古
の
装
束
付
『
舞
芸
六
輪
」
の
「
つ
れ
お
と
こ
、
舟
に
お
り
て
出
る
、
小
袖
、

水
衣
、
玉
だ
す
き
を
上
る
、
せ
ん
た
ひ
出
る
、
び
ん
つ
ら
に
か
み
を
ゆ
ひ
て
、
た
ひ
（
マ
、
）
の
あ
ま
、
大
な
ご
ん
の
つ
ぼ
ね
、
に
ひ
の
あ

（
注
３
）

ま
、
は
な
の
ぼ
う
し
た
る
べ
し
」
（
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
蔵
本
に
適
宜
読
点
・
濁
点
を
補
う
。
曲
名
「
は
や
と
も
」
。
）
に
も
対
応
し
て
お
り
、
一
別

（
注
４
）

ツ
レ
な
ど
が
登
場
し
、
現
行
よ
り
大
人
数
で
演
じ
る
の
が
原
型
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

禅
鳳
本
と
現
行
の
差
異
に
注
目
す
る
と
、
〈
碇
潜
〉
の
本
来
の
作
意
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
ツ
レ
は
ワ
キ
の
乗
船
を
拒
否
す
る
と

い
う
役
目
を
担
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
重
要
と
な
る
の
は
ツ
レ
が
安
芸
太
郎
実
光
・
次
郎
兄
弟
役
と
な
り
、
中
入
直
後
に
前
シ
テ
と

共
に
教
経
入
水
の
様
を
み
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
後
場
で
安
徳
帝
が
登
場
す
る
の
は
、
た
ん
に
二
位
の
尼
の
語
り
と
し
て
入
水
の
様
子

を
語
る
の
で
は
な
く
、
視
覚
的
に
こ
の
場
面
を
表
現
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
本
曲
が
本
来
多
く
の
登
場
人
物
を
必
要
と
し
た
の

は
、
壇
ノ
浦
で
次
々
と
繰
り
広
げ
ら
れ
た
平
家
一
門
の
入
水
の
様
を
立
体
的
に
描
く
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

修
羅
能
は
通
常
、
一
人
の
人
物
の
象
徴
的
な
場
面
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
で
一
曲
を
構
成
す
る
。
〈
碇
潜
〉
の
作
能
法
は
、
そ
れ
と
大
き
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一
た
ち
と
夜
す
が
ら
く
ど
き

諭
羅
を
弔
う
と
い
う
枠
組
み
は

るぐ
の
よ
う
に
見
璋
え
る
の
で
あ
る

めだ
性
を
明
確
に
説
明
で
き
る
だ

慶弁
こ
の
構
造
の
特
殊
性
は
、

船削
物
語
」
に
拠
り
な
が
ら
も
、

縦
経
を
特
徴
づ
け
る
も
の
で
あ

航
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
入
水

卿
を
考
え
る
と
、
〈
碇
潜
〉
の
新

刑
で
は
、
〈
碇
潜
〉
の
知
盛
に

持肱
の
ワ
キ
の
台
詞
で
あ
る
。
修

長
が
、
〈
碇
潜
〉
の
場
合
は
次
の

７ 

く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
特
殊
性
に
つ
い
て
は
、
小
田
幸
子
氏
が
「
作
者
の
意
図
は
、
三
つ
の

シ
ー
ン
（
伊
海
註
二
別
場
の
教
経
奮
戦
と
入
水
、
後
場
の
安
徳
天
皇
の
入
水
・
知
盛
の
入
水
）
を
並
べ
た
全
体
が
「
壇
ノ
浦
の
平
家
滅
亡
場
面
」

を
形
作
る
こ
と
と
、
複
数
の
人
物
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
を
演
じ
る
こ
と
で
、
い
わ
ば
『
平
家
物
語
』
の
立
体
化
の
よ
う
な
舞
台
を
作
り
あ
げ

る
こ
と
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
」
（
「
「
碇
潜
』
の
作
風
」
（
『
銭
仙
」
四
六
四
号
、
’
九
九
八
年
六
月
）
）
と
説
明
し
て
い
る
。
前
場
最
後
に
「
な

き
あ
と
、
ひ
て
た
び
給
へ
」
と
あ
り
、
世
阿
弥
の
修
羅
能
と
同
じ
よ
う
に
中
入
し
、
後
場
の
［
ク
セ
］
の
あ
と
に
「
あ
と
と
ぶ
ら
へ
や
僧

た
ち
と
夜
す
が
ら
く
ど
き
給
ひ
し
に
」
と
い
う
詞
章
こ
そ
あ
る
が
、
表
現
の
中
心
は
あ
く
ま
で
も
合
戦
場
面
・
入
水
場
面
に
あ
り
、
修

羅
を
弔
う
と
い
う
枠
組
み
は
い
わ
ば
形
式
化
し
て
お
り
、
知
盛
の
霊
は
自
ら
の
最
期
を
再
現
す
る
こ
と
だ
け
の
た
め
に
出
現
し
て
い
る
か

の
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
〈
碇
潜
〉
が
『
平
家
物
語
」
の
壇
ノ
浦
合
戦
場
面
の
「
立
体
化
」
を
意
図
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
特
殊

性
を
明
確
に
説
明
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
の
構
造
の
特
殊
性
は
、
シ
テ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
不
透
明
さ
と
も
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
〈
碇
潜
〉
は
大
方
『
平
家

諸
」
に
拠
り
な
が
ら
も
、
大
き
く
そ
れ
か
ら
乖
離
す
る
要
素
が
あ
り
、
そ
れ
が
後
場
の
知
盛
像
で
あ
っ
た
。
「
長
刀
を
振
う
」
姿
は
教

を
特
徴
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
「
碇
を
背
負
い
入
水
す
る
」
姿
は
教
盛
・
経
盛
の
最
期
に
描
か
れ
る
の
が
本
来
の
形
で

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
入
水
場
面
と
戦
闘
場
面
と
い
う
複
数
の
面
か
ら
、
『
平
家
物
語
」
と
は
異
な
る
知
盛
の
造
型
を
行
な
っ
て
い
る
点

考
え
る
と
、
〈
碇
潜
〉
の
新
し
い
知
盛
像
は
曲
の
構
想
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

で
は
、
〈
碇
潜
〉
の
知
盛
に
は
ど
の
よ
う
な
意
図
が
投
影
さ
れ
て
い
る
の
か
。
こ
の
点
を
考
え
る
た
め
に
注
目
し
た
い
の
は
、
中
入
直
前

ワ
キ
の
台
詞
で
あ
る
。
修
羅
能
の
場
合
、
前
シ
テ
が
消
え
て
い
く
場
面
で
、
誰
の
霊
で
あ
る
か
を
暗
示
す
る
台
詞
が
入
る
こ
と
が
多
い

、
〈
碇
潜
〉
の
場
合
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

［
同
音
］
太
刀
も
か
た
な
も
い
る
ま
し
や
い
き
や
め
い
ど
の
友
に
つ
れ
ん
と
左
右
の
か
い
な
を
さ
し
出
し
か
れ
ら
を
つ
か
ん
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８ 

で
引
よ
せ
て
ひ
た
り
り
み
き
り
の
脇
に
は
さ
ん
で
浪
の
そ
こ
に
し
づ
ミ
け
り
［
僧
下
］
楮
こ
そ
人
々
の
ゆ
ふ
れ
い
ぞ
と
は

白
浪
の
［
同
音
］
あ
と
餌
い
て
た
び
給
へ
な
き
あ
と
、
ひ
て
た
び
給
へ

前
述
の
よ
う
に
通
常
の
中
入
と
は
違
い
、
ツ
レ
を
安
達
兄
弟
に
見
立
て
、
教
経
の
入
水
の
様
を
見
せ
て
中
入
に
な
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
ワ

キ
が
教
経
や
知
盛
と
も
特
定
せ
ず
、
「
人
々
の
幽
霊
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
勿
論
後
場
で
知
盛
だ
け
で
は
な
く
、
安
徳

帝
・
二
位
の
尼
な
ど
が
登
場
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
後
場
に
現
れ
る
「
知
盛
」
が
た
ん
に
知
盛
個
人
の
霊
と
し
て
現

れ
る
の
で
は
な
く
、
平
家
武
将
の
「
人
々
」
を
象
徴
す
る
亡
霊
と
し
て
現
れ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
小
田
氏

が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
〈
碇
潜
〉
は
『
平
家
物
語
』
の
立
体
化
を
目
指
し
て
作
能
さ
れ
て
い
る
が
、
壇
ノ
浦
で
奮
戦
し
、
自
害
す
る
平

家
の
武
将
を
そ
れ
ぞ
れ
別
の
役
者
が
演
じ
て
し
ま
う
と
、
明
ら
か
に
能
の
範
囑
を
超
え
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
こ
の
合
戦
の
中
で
特
に
視

覚
的
効
果
の
優
れ
て
い
る
長
刀
を
振
う
教
経
の
姿
、
碇
を
背
負
い
入
水
す
る
教
盛
・
経
盛
の
姿
を
、
平
家
一
門
の
最
期
を
象
徴
す
る
知
盛

の
身
体
に
収
散
し
た
の
が
後
シ
テ
の
姿
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
立
ち
現
れ
た
「
知
盛
」
の
霊
は
、
知
盛
個
人
で
は
な
く
、

ま
さ
に
「
人
々
」
の
霊
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

従
来
〈
碇
潜
〉
は
、
壇
ノ
浦
合
戦
と
い
う
素
材
面
か
ら
〈
先
帝
〉
〈
大
原
御
幸
〉
と
の
関
係
性
や
、
長
刀
を
持
つ
知
盛
を
シ
テ
と
し
て
い
る
点

か
ら
〈
船
弁
慶
〉
と
の
影
響
関
係
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
先
行
研
究
の
中
で
こ
れ
ら
の
視
点
を
基
に
考
察
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
、
確
か
に
こ

の
曲
の
成
立
過
程
を
考
え
る
上
で
欠
か
せ
な
い
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
〈
碇
潜
〉
の
特
徴
を
捉
え
る
た
め
に
は
、
本
節
で
論
じ
て
き
た
修

羅
能
と
し
て
の
特
殊
性
こ
そ
問
題
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

〈
碇
潜
〉
を
修
羅
能
と
考
え
た
場
合
、
後
場
の
構
成
だ
け
で
は
な
く
、
前
場
の
内
容
も
非
定
型
で
あ
る
。
世
阿
弥
の
修
羅
能
は
前
場
に
幽

四
〈
熊
手
判
官
〉
と
の
類
似
性
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｜
〈
八
島
〉
の
後
場
で
は
義
経
の
「
弓
流
し
」
の
場
面
が
語
ら
れ
る
。
そ
れ
以
外
に
も
前
場
で
は
義
経
の
行
為
と
は
直
接
関
係
の
な
い
悪
七

論
兵
衛
景
清
・
’
一
一
穂
屋
四
郎
（
諸
本
に
よ
り
「
一
一
一
穂
屋
十
郎
」
「
丹
生
屋
十
郎
」
）
と
の
「
綴
引
き
」
の
場
面
が
語
ら
れ
、
そ
の
後
に
義
経
の
身
代

るぐ
り
に
教
経
の
矢
に
倒
れ
た
佐
藤
継
信
の
最
期
が
加
蚤
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
構
成
は
他
の
修
羅
能
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
む
し
ろ
〈
碇
潜
〉
に

め瀝
近
い
の
で
あ
る
。
〈
八
島
〉
は
前
ツ
レ
が
登
場
す
る
点
も
他
の
修
羅
能
と
異
な
る
が
、
こ
れ
は
綴
引
き
の
場
面
を
シ
テ
が
三
穂
屋
四
郎
、
シ

慶舳
レ
が
景
清
に
「
扮
し
て
」
掛
け
合
う
こ
と
で
、
こ
の
描
写
を
立
体
的
に
表
現
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
（
横
道
萬
里

く櫛
雄
氏
『
能
に
も
演
出
が
あ
る
』
（
桧
書
店
、
一
一
○
○
七
年
）
第
三
章
「
八
島
」
）
。
下
に
居
た
ま
ま
の
掛
け
合
い
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
仕
方
話
で
演

樅じていたとしたら、〈碇潜〉の前場と類似した表現となる。さらに、その掛け合いをする前シテが漁翁である点も〈碇
雌
潜
〉
と
同
趣
向
で
あ
り
、
こ
の
両
曲
に
は
共
通
点
が
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
が
、
〈
八
島
〉
の
後
場
は
他
の
修
羅
能
と
大
差
な
い
。
天
・
地

馴
の
両
視
点
か
ら
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
八
島
の
合
戦
を
捉
え
る
描
写
な
ど
に
は
独
自
性
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
義
経
個
人
に
焦

剃
占
薯
当
て
た
戦
語
り
に
な
っ
て
お
り
、
「
『
平
家
物
語
』
の
立
体
化
」
と
呼
べ
る
も
の
で
は
な
い
・

持肱
以
上
の
よ
う
に
、
前
場
の
構
成
か
ら
両
曲
を
安
易
に
関
係
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
〈
八
島
〉
の
前
場
は
こ
の
曲
の
み
に
使
わ
れ
る

長
も
の
で
は
な
い
。
現
在
は
番
外
曲
と
な
っ
て
い
る
〈
熊
手
判
官
〉
と
い
う
曲
は
、
〈
八
島
〉
の
前
場
に
全
く
別
の
後
場
を
繋
げ
て
、
一
曲
を
構

９
 

成
し
て
い
る
。
曲
名
か
ら
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
、
〈
熊
手
判
官
〉
は
八
島
の
〈
ロ
戦
で
平
家
方
の
兵
た
ち
が
義
経
の
兜
に
熊
手
を
か
け
る
場
面
、

た
だ
し
、
す
べ
て
の
修
羅
能
の
前
垣

〈
八
島
〉
が
そ
の
形
と
な
っ
て
い
る
。

霊
の
化
身
が
現
れ
、
そ
の
幽
霊
ゆ
か
り
の
場
所
の
紹
介
や
名
所
案
内
を
行
う
の
が
定
型
で
あ
る
。
〈
敦
盛
〉
で
は
須
磨
・
’
の
谷
、
〈
頼

政
〉
で
は
宇
治
の
名
所
の
案
内
を
す
る
と
い
う
の
が
そ
の
例
で
あ
り
、
そ
の
話
を
踏
ま
え
後
場
で
過
去
の
戦
語
り
が
綴
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
〈
碇
潜
〉
で
は
、
通
常
後
場
に
あ
る
戦
語
り
が
前
場
に
も
存
在
し
、
『
平
家
物
語
」
の
立
体
化
を
目
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
す
べ
て
の
修
羅
能
の
前
場
で
戦
語
り
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
世
阿
弥
時
代
ま
で
に
成
立
が
確
認
で
き
る
修
羅
能
の
中
で
は
、
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１０ 

つ
ま
り
「
弓
流
し
」
の
段
を
中
心
と
し
た
曲
で
あ
る
が
、
〈
八
島
〉
と
は
全
く
別
の
表
現
が
意
図
さ
れ
た
「
修
羅
能
」
で
あ
る
。
こ
の
曲
の

内
容
と
『
平
家
物
語
」
と
の
対
応
関
係
が
わ
か
る
よ
う
に
纏
め
た
の
が
《
図
２
》
で
あ
る
。

ま
ず
後
場
だ
け
を
見
る
と
、
修
羅
能
と
い
う
よ
り
は
切
合
能
と
呼
ぶ
べ
き
内
容
で
あ
る
こ
と
が
、
〈
熊
手
判
官
〉
の
特
色
だ
と
い
え
る
。

現
存
謡
本
を
見
る
限
り
、
ワ
キ
僧
の
台
詞
は
全
く
な
く
、
弔
い
を
求
め
る
修
羅
の
姿
も
な
い
。
能
楽
研
究
所
蔵
貞
享
頃
写
上
掛
り
番
外
謡

本
（
柳
洞
本
）
で
は
、
「
ワ
キ
ノ
ト
」
と
い
う
役
名
表
記
に
な
っ
て
お
り
、
後
場
で
ワ
キ
が
教
経
役
を
演
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
前

場
の
僧
が
後
場
で
教
経
役
に
な
る
の
は
無
理
が
あ
る
の
で
、
教
経
は
ツ
レ
が
演
じ
る
の
が
原
型
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ワ
キ
僧
は
眼

前
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
八
島
の
合
戦
を
た
だ
見
て
い
る
だ
け
か
、
後
場
に
は
登
場
し
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
現
存
最
古
の
謡
本
は

江
戸
期
の
も
の
な
の
で
、
本
来
の
後
場
で
は
ワ
キ
僧
の
弔
い
な
ど
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
合
戦
描
写
が
主
眼
で
あ
る
内
容
に
は

相
違
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
こ
の
曲
が
〈
八
島
〉
の
前
場
を
利
用
し
な
が
ら
も
、
修
羅
能
の
型
か
ら
は
完
全
に
逸
脱
し
た
構
想
の
も
と
に

作
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

で
は
、
な
ぜ
不
自
然
な
構
成
を
と
っ
て
ま
で
〈
八
島
〉
の
前
場
を
利
用
し
た
の
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
小
田
氏
が
「
〈
八
島
〉
を
知
っ
て

い
る
観
客
が
見
た
ら
、
後
場
の
み
全
く
異
な
る
と
こ
ろ
が
意
表
を
突
い
て
面
白
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
お
り
、
〈
八
島
〉
と
の
「
落

差
」
に
見
所
が
あ
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
今
能
の
舞
台
装
置
ｌ
作
り
物
の
歴
史
的
考
察
Ｉ
（
上
）
」
（
「
能
楽
研
究
』
第
二
号
、
一
九
八
五
年
）
。

確
か
に
そ
の
よ
う
な
面
白
さ
も
後
発
的
に
生
じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
ぜ
改
作
曲
と
し
て
〈
八
島
〉
を
選

択
し
た
の
か
と
い
う
意
図
が
不
明
確
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
後
場
を
〈
熊
手
判
官
〉
の
形
に
し
た
時
の
曲
全
体
の
構
成
に
注
目
す
る
と
、
一
つ
の
改
作
意
図
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
能
の
枠
組
み
を
使
っ
た
八
島
の
合
戦
の
立
体
化
を
目
指
し
た
の
が
〈
熊
手
判
官
〉
だ
っ
た
と
い
う
推
測
が
成
り
立
つ
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
八
島
の
合
戦
の
主
要
素
は
《
図
２
》
で
示
し
た
よ
う
に
、
③
佐
藤
継
信
の
最
期
、
④
那
須
与
一
讃
、
⑥
綴
引
き
、
⑦
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１１長刀を持つ知盛の成立一く碇潜><船弁慶>をめぐる試論一

《
図
２
》

Ａ 「
八
島
軍
（
継
信
最
期
と

①
義
経
の
名
乗
り
。

②
越
中
次
郎
兵
衛
盛
次
と
伊
勢
三
郎
義
盛
の
言
葉
争
い
。

③
嗣
信
の
最
期

１
嗣
信
が
義
経
の
矢
面
に
立
ち
、
討
ち
死
。

２
菊
王
が
嗣
信
の
首
を
狙
う
が
、
佐
藤
忠
信
に
射
抜
か
れ
る
。

３
能
登
守
教
経
が
菊
王
を
味
方
の
舟
に
投
げ
入
れ
る
。

↓
八
坂
系
諸
本
・
百
二
十
句
本
で
は
教
経
が
菊
王
を
抱
え

船
に
乗
り
込
む
。

４
嗣
信
の
最
期
（
愁
嘆
場
）

「
那
須
与
一
」

④
平
家
方
が
か
か
げ
た
扇
の
的
を
那
須
与
一
が
射
抜
く
。

「
弓
流
し
」

⑤
与
一
が
敵
兵
を
射
倒
す
。

⑥
悪
七
兵
衛
景
清
と
み
を
（
｜
一
一
保
）
の
屋
の
四
郎
の
綴
引
き
。

⑦
義
経
の
弓
流
し

１
敵
兵
が
義
経
の
甲
に
熊
手
を
か
け
、
弓
を
落
と
す
。

↓
四
部
合
戦
状
本
で
は
景
清
が
熊
手
を
か
け
る
。

２
落
と
し
て
し
ま
っ
た
弓
を
義
経
が
深
追
い
す
る
。

↓
八
坂
系
諸
本
の
城
方
本
で
は
弓
を
追
う
義
経
に
熊
手
を

か
け
る
展
開
。

↓
八
坂
系
諸
本
の
中
院
本
で
は
伊
勢
三
郎
な
ど
が
義
経
を

助
け
る
展
開
。

３
答
め
る
郎
党
に
、
義
経
が
弓
を
追
っ
た
事
情
を
説
明
す
る
。

し
」
（
党
一
本
に
よ
る
）

「
平
家
物
語
』
巻
第
十

『
平
家
物
語
」
巻
第
十

「
八
島
軍
」
「
那
須
与
一
」
「
弓
流

（
嬉
一
ノ
浦
合
戦
）
と
〈
碇
潜
〉
の
構
成

Ｂ 九
段 八七

段段

五
段
六
段

三
段

四
段 二一

段段 〈
熊
手
判
官
〉
の
構
成
と
『
平
家
物
語
』
と
の
対
応
関
係

ワ
キ
の
登
場
・
八
島
ま
で
の
道
行

（
［
次
第
］
［
名
ノ
リ
］
［
上
ゲ
歌
］
［
着
キ
ゼ
リ
フ
ご

シ
テ
・
ツ
レ
の
登
場

（
［
サ
シ
］
□
セ
イ
］
［
下
ゲ
歌
］
［
上
ゲ
歌
］
［
（
着
キ

ゼ
リ
フ
ご
）

一
夜
の
宿
を
乞
う
ワ
キ
と
ツ
レ
・
シ
テ
と
の
応
対

（
［
問
答
］
［
歌
］
［
上
ゲ
歌
ご

【
⑥
、
③
１
４
】
八
島
の
合
戦
（
綴
引
き
）
の
語
り

（
［
□
］
［
語
り
］
［
掛
ケ
合
］
［
歌
］
）

※
ａ
八
島
軍
の
日
付
を
「
元
暦
元
年
三
月
十
八
日
」
と
す

る
が
、
『
平
家
物
語
』
諸
本
と
異
な
る
。

※
ｂ
義
経
の
装
束
描
写
は
覚
一
本
な
ど
に
類
似
。

※
ｃ
「
綴
引
き
」
の
描
写
は
「
平
家
物
語
』
諸
本
と
の
差

異
が
大
き
い
。

ア
イ
の
語
り
（
［
問
答
］
［
語
り
］
）

後
シ
テ
・
立
衆
の
登
場
（
□
セ
イ
］
）

※
ｄ
義
経
の
名
乗
り
は
舞
曲
「
八
島
」
に
類
似
含
平
家
物

語
」
と
は
大
異
）
。

義
経
（
シ
テ
）
・
教
経
（
ツ
レ
）
の
応
答
［
サ
シ
］
）

【
③
１
１
．
２
．
３
】
嗣
信
・
菊
王
丸
の
最
期
。
（
［
□
］
［
中

ノ
リ
地
］
）

※
ｅ
展
開
は
「
平
家
物
語
』
諸
本
と
一
致
。
詞
章
は
そ
れ

ほ
ど
類
似
し
て
い
な
い
。

※
ｆ
「
教
経
是
を
見
て
頓
て
舟
よ
り
と
ん
で
お
り
」
は
、

高
野
山
本
な
ど
に
類
似
表
現
あ
り
。

［
⑦
１
１
．
２
】
義
経
の
弓
流
し
（
［
ノ
リ
地
］
［
ノ
リ
地
］
）

※
ｇ
展
開
は
覚
一
本
な
ど
に
類
似
。
た
だ
し
教
経
が
熊
手

を
か
け
る
内
容
は
、
『
平
家
物
語
」
諸
本
は
な
し
。

Ｓ
］
は
「
平
家
物
語
』
の
対
応
箇
所
を
示
す
）
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１２ 

弓
流
し
の
四
つ
で
あ
る
が
、
〈
熊
手
判
官
〉
は
そ
れ
を
⑥
（
前
場
）
↓
③
（
後
場
）
↓
⑦
（
後
場
）
の
順
に
配
し
構
成
し
て
い
る
。
『
平
家
物
語
』

と
は
展
開
順
序
が
異
な
り
、
④
だ
け
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
合
戦
護
の
主
要
素
の
殆
ど
を
備
え
て
お
り
、
ま
さ
に
「
八
島
の
合
戦

（
注
５
）

の
立
体
化
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
に
〈
熊
手
判
官
〉
の
構
成
と
特
色
を
捉
違
え
る
と
、
〈
碇
潜
〉
と
酷
似

す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
〈
碇
潜
〉
は
平
氏
一
門
の
最
期
に
焦
点
を
当
て
た
「
『
平
家
物
語
」
の
立
体
化
」
の
構
想
を

元
に
作
能
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
〈
熊
手
判
官
〉
は
源
氏
の
活
躍
を
中
心
に
「
『
平
家
物
語
」
の
立
体
化
」
を
図
っ
た
曲
だ
と
い

え
る
。
両
曲
と
も
「
平
家
物
語
」
の
中
で
も
著
名
な
戦
を
立
体
化
し
、
視
覚
的
に
描
出
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
作
能
さ
れ
て
い
る
だ
け
で

は
な
く
、
〈
碇
潜
〉
が
平
氏
視
点
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
〈
熊
手
判
官
〉
が
源
氏
視
点
で
あ
る
と
い
っ
た
対
照
的
な
素
材
処
理
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
加
え
て
、
〈
碇
潜
〉
で
は
知
盛
が
長
刀
を
持
つ
の
に
対
し
て
、
〈
熊
手
判
官
〉
で
は
教
経
が
熊
手
を
持
つ
よ
う
に
、
長
柄
の
武
具
を
効

果
的
に
用
い
て
い
る
点
に
も
類
似
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
共
通
項
を
多
く
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
類
似
性
を
考
慮
す
る
と
、
両
曲
に
は
か
な
り
緊
密
な
影
響
関
係
が
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
な
は
ず
で
あ
る
。
〈
碇
潜
〉
の

特
殊
性
、
も
し
く
は
長
刀
を
持
つ
知
盛
像
の
考
え
る
と
き
、
こ
の
〈
熊
手
判
官
〉
と
の
近
似
性
を
踏
ま
え
た
考
察
が
不
可
欠
だ
ろ
う
。

表
氏
稿
は
本
曲
が
〈
先
帝
〉
の
影
響
下
に
作
ら
れ
た
と
し
た
上
で
「
観
世
で
〈
船
弁
慶
〉
が
作
ら
れ
て
人
気
を
得
た
の
に
対
抗
す
る
形
で
、

金
春
禅
鳳
あ
た
り
が
同
じ
よ
う
に
知
盛
を
シ
テ
と
す
る
別
な
曲
を
作
り
出
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
禅
鳳
が
作
っ
た
と
推
測

し
て
い
る
。
さ
ら
に
後
年
、
〈
船
弁
慶
〉
と
の
先
後
関
係
に
関
し
て
そ
の
逆
も
示
唆
し
て
い
る
が
、
禅
鳳
作
を
有
力
視
す
る
点
に
は
変
更
が

に
つ
い
て
考
え
て
お
き
た
い
。

〈
碇
潜
〉
と
〈
熊
手
判
官
〉
と
の
関
係
を
考
え
る
と
き
、
そ
の
先
後
関
係
が
重
要
と
な
る
の
で
、
こ
こ
で
〈
碇
潜
〉
の
成
立
時
期
・
成
立
背
景

五
〈
碇
潜
〉
の
成
立
時
期
と
多
武
峰
具
足
能
と
の
関
係
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一
灌
頂
巻
を
典
拠
と
す
る
曲
で

至
顧試

今
は
か
ふ
よ
と
み
え
し

るぐ
海
中
に
と
ん
で
い
る
、

めをｊ
 

ゑ
な
が
ず
、
弓
と
ゆ
み

慶弁船
そ
ぱ
た
か
く
は
さ
ん
で

く簡
表
氏
稿
が
既
に
指
摘
し
て
い

碇弍
部
の
み
が
大
き
く
異
な
っ
て

雌
釈
し
て
い
る
。
確
か
に
傍
線

の柵
禅
竹
の
睾
曰
曲
伝
書
『
五
音
十

鮪
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、
『
五
幸

肱
本
（
康
正
二
年
（
一
四
五
六
年

長
時
代
と
考
え
ざ
る
を
え
な
く

1３ 

な
く
、
現
在
の
通
説
と
な
っ
て
い
る
（
「
作
品
研
究
〈
碇
潜
〉
」
（
「
観
世
」
二
○
○
五
年
十
月
）
）
。
〈
碇
潜
〉
を
室
町
後
期
作
と
し
、
さ
ら
に
禅
鳳

作
と
推
定
す
る
の
は
、
禅
鳳
本
の
存
在
が
大
き
い
た
め
と
思
わ
れ
る
が
、
禅
鳳
が
謡
本
を
書
写
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
〈
碇
潜
〉
を
彼
が

作
っ
た
と
断
定
で
き
ず
、
あ
く
ま
で
も
成
立
の
下
限
を
示
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
だ
け
を
根
拠
に
〈
碇
潜
〉
の
成
立
時
代
を
特
定
で

き
な
い
の
で
、
別
な
視
点
か
ら
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
〈
大
原
御
幸
〉
と
の
類
似
点
で
あ
る
。

〈
大
原
御
幸
〉
は
源
平
合
戦
後
、
大
原
寂
光
院
に
隠
棲
し
て
い
た
建
礼
門
院
の
許
に
後
鳥
羽
法
皇
が
訪
ね
て
く
る
と
い
う
『
平
家
物
語
』

灌
頂
巻
を
典
拠
と
す
る
曲
で
あ
る
が
、
六
道
に
な
ぞ
り
昔
語
り
を
す
る
中
で
（
［
語
り
］
）
、
壇
ノ
浦
合
戦
が
次
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。

今
は
か
ふ
よ
と
み
え
し
に
、
の
と
の
か
み
の
り
つ
れ
は
、
あ
き
の
太
郎
次
郎
兄
弟
を
左
右
の
脇
に
は
さ
み
、
最
後
の
と
も
せ
よ
と
て

海
中
に
と
ん
で
い
る
、
し
ん
中
納
言
友
盛
は
、
沖
な
る
舟
の
い
か
り
を
引
あ
げ
、
か
ぶ
と
、
や
ら
ん
に
い
た
ず
き
、
め
の
と
ど
の
い

ゑ
な
が
ず
、
弓
と
ゆ
み
と
を
と
り
か
は
し
、
そ
の
ま
、
海
に
い
り
に
け
り
、
其
時
二
位
殿
に
ぶ
色
の
二
つ
き
ぬ
に
、
ね
り
ば
か
ま
の

そ
ぱ
た
か
く
は
さ
ん
で
…
（
松
井
文
庫
蔵
淵
田
虎
頼
節
付
一
番
綴
本
に
適
宜
濁
点
・
読
点
を
補
う
）

表
氏
稿
が
既
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
〈
大
原
御
幸
〉
の
詞
章
は
『
平
家
物
語
」
覚
一
本
系
諸
本
と
の
類
似
性
が
顕
著
で
あ
る
が
、
傍
線

部
の
み
が
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
〈
碇
潜
〉
の
知
盛
像
を
踏
ま
え
て
い
る
。
表
氏
稿
は
こ
の
現
象
を
〈
碇
潜
〉
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
解

釈
し
て
い
る
。
確
か
に
傍
線
部
の
み
が
覚
一
本
の
内
容
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
う
解
釈
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
が
、
金
春

禅
竹
の
音
曲
伝
書
『
五
音
十
体
」
に
〈
大
原
御
幸
〉
の
曲
名
が
見
え
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
と
い
う
点
が
問
題
に
な
る
。
表
氏
稿

は
こ
の
点
に
つ
い
て
、
『
五
音
十
体
」
の
記
事
が
後
人
の
加
筆
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
後
に
禅
竹
自
筆
の
『
歌
舞
髄
脳
記
」
の
草
稿

本
（
康
正
二
年
（
一
四
五
六
年
）
頃
書
写
）
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
中
に
〈
大
原
御
幸
〉
の
曲
名
が
見
え
る
の
で
、
こ
の
曲
の
成
立
の
下
限
が
禅
竹

時
代
と
考
え
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
（
国
文
学
研
究
資
料
館
影
印
叢
書
第
二
巻
「
金
春
禅
竹
自
筆
能
楽
伝
書
』
汲
古
書
院
一
九
九
七
年
）
。
〈
碇

潜
〉
と
〈
大
原
御
幸
〉
と
の
関
係
は
、
〈
大
原
御
幸
〉
［
語
り
］
の
傍
線
部
の
詞
章
を
〈
碇
潜
〉
以
外
の
影
響
と
み
る
か
、
〈
碇
潜
〉
を
禅
竹
時
代
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1４ 

以
前
に
成
立
し
て
い
た
と
み
る
か
、
そ
の
ど
ち
ら
か
に
修
正
し
て
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
。

稿
者
は
後
者
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
た
い
。
表
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
〈
大
原
御
幸
〉
の
全
般
が
覚
一
本
に
拠
っ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
一
部
の
み
異
説
を
挟
む
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
先
行
す
る
能
の
影
響
と
考
え
る
の
が
最
も
自
然
な
は
ず
で
あ
る
。
〈
大
原

御
幸
〉
が
先
に
成
立
し
、
前
掲
詞
章
傍
線
部
を
立
体
化
し
た
の
が
〈
碇
潜
〉
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
〈
大
原
御
幸
〉
に
わ
ざ
わ
ざ
傍

線
部
の
よ
う
な
場
面
を
造
形
す
る
必
然
性
が
な
い
以
上
、
そ
の
よ
う
な
推
測
は
成
り
立
た
ず
、
何
か
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
て
し

か
る
べ
き
で
あ
る
。
第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
『
平
家
物
語
』
如
白
本
は
む
し
ろ
能
の
影
響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
の
方
が
高
い
こ
と
や
、

ほ
か
に
碇
を
背
負
い
入
水
す
る
知
盛
に
関
す
る
伝
承
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
能
の
中
で
作
り
出
さ
れ
た
「
見
せ
場
」
で
あ
っ
た
と

考
え
る
の
が
妥
当
な
は
ず
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
立
場
で
〈
碇
潜
〉
と
〈
大
原
御
幸
〉
の
関
係
を
捉
え
る
な
ら
、
〈
碇
潜
〉
は
康
正
二
年
以
前
に
成
立
し
て
い
た
比
較
的
古
い
曲

で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
推
測
の
障
害
と
な
る
の
が
こ
の
曲
の
作
風
で
あ
る
。
「
「
平
家
物
語
」
の
立
体
化
」
を
目
指
し
た

く
碇
潜
〉
は
視
覚
的
に
派
手
な
能
で
あ
る
が
、
そ
の
作
風
は
室
町
後
期
成
立
の
能
の
特
徴
で
あ
る
「
風
流
性
」
と
吻
合
す
る
た
め
、
こ
の
曲

（
注
６
）

を
室
町
後
期
成
立
と
捉
璋
え
る
こ
と
が
容
易
に
受
け
と
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
曲
が
禅
竹
時
代
に
す
で
に
成
立
し
た
と
す
る
と
、
当
然
早
す

ぎ
る
と
い
う
反
論
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
稿
者
は
こ
の
よ
う
な
従
来
の
能
作
史
の
観
点
自
体
を
再
考
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、

本
稿
で
は
「
風
流
性
」
に
富
む
〈
碇
潜
〉
が
特
殊
な
演
能
の
影
響
下
に
作
ら
れ
た
曲
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。
す
な
わ
ち
、
多
武
峰
様
具
足
能
か
ら
の
影
響
で
あ
る
。

大
和
猿
楽
の
四
座
に
出
勤
の
義
務
が
あ
っ
た
多
武
峰
八
講
猿
楽
は
特
殊
な
演
能
形
式
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
特
徴
の
一
つ
に
実
馬
実
甲
冑

（
注
７
）

を
用
い
た
具
足
能
が
演
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
演
能
形
式
は
多
武
峰
に
限
ら
ず
、
一
足
都
・
奈
良
で
も
行
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
場
合
「
多
武
峰
様
能
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
実
際
、
多
武
峰
様
具
足
能
が
ど
の
よ
う
に
演
じ
ら
れ
て
い
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た
か
を
知
る
資
料
は
少
な
い
が
、
実
物
の
馬
・
甲
冑
を
用
い
る
た
め
、
演
目
は
〈
｜
谷
先
陣
（
二
度
掛
）
〉
・
〈
打
入
曽
我
（
夜
討
曽
我
）
〉
・

〈
鶴
次
郎
〉
と
い
っ
た
合
戦
物
（
切
合
能
）
が
主
体
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
い
わ
ゆ
る
仮
装
の
よ
う
な
意
味
合
い
が
あ
る
た
め
、
芸
能
の
「
風

（
注
８
）

流
」
と
重
な
る
性
格
が
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
て
い
る
。

〈
碇
潜
〉
は
修
羅
能
の
形
を
と
る
た
め
切
合
能
と
は
一
線
を
画
す
る
が
、
平
教
盛
・
経
盛
の
入
水
方
法
を
知
盛
に
用
い
る
な
ど
、
甲
冑

（
特
に
甲
）
を
効
果
的
に
用
い
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
し
、
「
平
家
物
語
の
立
体
化
」
と
い
う
点
で
、
い
わ
ゆ
る
普
通
の
曲
の
枠
を
大
き
く

一
は
み
出
し
た
ス
ケ
ー
ル
と
な
っ
て
お
り
、
多
武
峰
様
と
い
う
演
出
に
相
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
も
し
〈
碇
潜
〉
が
多
武
峰
様
具
足
能
の
影

診
函纈
響
下
に
作
ら
れ
て
い
た
と
し
た
ら
、
こ
の
曲
の
特
殊
性
に
も
納
得
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
、
こ
の
推
測
だ
け
で
は

肌
〈
碇
潜
〉
と
具
足
能
の
外
見
的
特
徴
を
重
ね
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
の
曲
が
多
武
峰
様
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
考
え
る
の
に
は
傍
証
が
あ

蹴る。それが前節に検討したく熊手判官〉との類似性である。
僻
〈
碇
潜
〉
と
〈
熊
手
判
官
〉
に
は
構
成
・
展
開
、
さ
ら
に
素
材
処
理
の
方
法
に
影
響
関
係
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
類
曲
〈
熊
手
判
官
〉
は
寛

ぐ簡
正
六
年
（
一
四
六
五
）
南
都
一
乗
院
で
の
四
座
立
合
能
に
お
い
て
、
金
剛
に
よ
っ
て
多
武
峰
様
で
演
じ
ら
れ
た
曲
で
あ
っ
た
（
記
録
に
は
「
ク

碇弍
マ
ン
キ
リ
」
と
あ
る
）
。
〈
八
嶋
〉
の
後
場
だ
け
を
改
作
し
て
作
能
し
て
い
る
点
を
勘
案
す
る
と
、
多
武
峰
様
具
足
能
用
に
作
ら
れ
た
曲
で

一ユ成
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
寛
正
六
年
の
演
能
に
際
し
て
改
作
さ
れ
た
可
能
性
が
古
向
い
（
注
７
表
章
氏
稿
参
照
）
。
す
な
わ
ち
、
〈
熊
手
判
官
〉
は

の鵬
多
武
峰
様
具
足
能
と
い
う
特
殊
な
演
能
の
場
を
意
識
し
て
作
ら
れ
た
曲
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
空
間
に
「
八
嶋
の
〈
口
戦
の
立
体
化
」

櫛
と
い
う
構
想
が
適
合
し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

肱
「
八
嶋
の
合
戦
の
立
体
化
」
が
多
武
峰
様
に
適
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
な
ら
、
「
壇
ノ
浦
合
戦
の
立
体
化
」
も
そ
の
演
能
形
態
に
何
ら
か

長

の
関
係
が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
両
曲
は
い
わ
ゆ
る
複
式
夢
幻
能
の
後
場
お
い
て
、
壮
大
な
戦
語
り
を
立
体
化

５
 

１
 

す
る
と
い
う
構
想
が
一
致
し
て
お
り
、
通
常
の
演
能
の
枠
に
は
収
ま
り
き
れ
な
い
ほ
ど
の
ス
ケ
ー
ル
を
具
備
し
て
い
る
。
そ
の
性
質
が
多
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1６ 

武
峰
様
具
足
能
に
起
因
し
た
も
の
で
あ
る
の
な
ら
、
比
較
的
古
い
時
代
に
成
立
し
て
い
た
と
考
え
て
も
不
自
然
な
こ
と
は
な
い
は
ず
で
あ

る
。
し
か
も
構
成
上
に
一
致
す
る
点
が
多
い
〈
熊
手
判
官
〉
が
多
武
峰
様
で
演
じ
た
曲
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
〈
碇
潜
〉
も

そ
の
演
能
形
式
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
蓋
然
性
が
高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

〈
熊
手
判
官
〉
は
前
場
の
［
語
り
］
の
末
尾
で
継
信
の
最
期
を
描
き
な
が
ら
、
後
場
で
も
そ
れ
を
立
体
的
に
演
じ
る
と
い
う
、
改
作
の
跡

と
も
い
え
る
重
複
感
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
構
成
上
に
多
少
の
無
理
が
あ
っ
た
と
し
て
も
「
八
嶋
の
合
戦
の
立
体
化
」
を
目
指
し
た
の
は
、

倣
う
べ
き
先
行
曲
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
〈
碇
潜
〉
は
〈
大
原
御
幸
〉
と
の
関
係
を
考
え
て
も
、
〈
熊
手
判
官
〉
よ
り
も
先
に
成
立
し
て
い
た

可
能
性
が
高
く
、
前
場
と
後
場
の
重
複
感
も
な
い
。
禅
竹
時
代
に
多
武
峰
様
具
足
能
に
相
通
ず
る
く
碇
潜
〉
が
す
で
に
作
ら
れ
、
そ
れ
に
倣

う
（
も
し
く
は
対
抗
す
る
）
か
た
ち
で
〈
熊
手
判
官
〉
が
成
立
し
た
と
い
う
関
係
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
こ

と
で
、
〈
八
嶋
〉
を
わ
ざ
わ
ざ
改
作
し
、
〈
熊
手
判
官
〉
の
よ
う
な
能
が
作
ら
れ
た
意
義
が
比
較
的
明
確
に
把
握
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
〈
大
原
御
幸
〉
や
〈
熊
手
判
官
〉
と
の
関
係
か
ら
、
〈
碇
潜
〉
が
多
武
峰
様
具
足
能
の
影
響
を
受
け
禅
竹
時
代
ご
ろ
ま
で
に
作
ら
れ
た

曲
で
あ
る
こ
と
を
推
測
し
た
。
こ
こ
ま
で
「
多
武
峰
様
の
影
響
」
と
暖
昧
な
表
現
を
用
い
て
き
た
が
、
問
題
は
そ
の
影
響
を
ど
こ
ま
で
直

接
的
な
も
の
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
〈
碇
潜
〉
も
ま
た
多
武
峰
様
具
足
能
の
た
め
に
作
ら
れ
た

可
能
性
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
稿
者
は
そ
の
可
能
性
も
十
分
あ
っ
た
と
考
え
た
い
が
、
そ
の
徴
証
が
他
に
も
あ
る
。
例
え
ば
、

禅
鳳
本
の
末
尾
に
記
載
さ
れ
て
い
る
演
出
注
記
に
は
「
朝
盛
い
し
ゃ
う
の
い
て
た
ち
つ
な
ぬ
き
お
も
は
き
候
」
（
表
記
は
原
本
通
り
）
と
あ

る
が
、
こ
の
こ
と
に
関
し
て
岩
崎
雅
彦
氏
は
「
綱
貫
は
鎧
着
用
の
際
に
は
く
毛
皮
製
の
浅
沓
で
、
現
在
は
も
ち
ろ
ん
、
江
戸
期
の
能
で
も

使
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
小
道
具
で
あ
る
。
こ
の
時
代
で
も
他
に
は
ほ
と
ん
ど
用
い
る
こ
と
の
な
い
特
殊
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
」
と
述

べ
、
「
写
実
性
重
視
の
演
出
」
に
よ
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
（
注
８
稿
）
。
〈
碇
潜
〉
が
多
武
峰
様
具
足
能
の
た
め
に
作
ら
れ
た
曲
で
あ
っ

た
の
な
ら
、
他
曲
に
は
見
ら
れ
な
い
写
実
性
が
あ
っ
て
も
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
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１７長刀を持つ知盛の成立一く碇潜><船弁慶>をめぐる試論一
さ
ら
に
『
舞
芸
六
輪
」
で
「
ふ
た
い
に
て
か
ふ
と
き
る
な
り
」
と
あ
る
の
も
そ
の
例
だ
と
い
え
る
。
『
舞
芸
六
輪
」
で
「
か
ふ
と
」
と

い
う
記
述
が
あ
る
の
は
、
ほ
か
に
〈
小
林
〉
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
曲
も
多
武
峰
様
で
演
じ
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
論
じ
た
こ
と
が

あ
る
（
伊
海
稿
「
能
に
お
け
る
長
刀
の
「
風
流
性
」
ｌ
長
刀
と
多
武
峰
様
具
足
能
と
の
関
係
を
基
点
に
ｌ
」
（
『
能
楽
研
究
』
三
一
号
、
一
一
○
○
七
年

七
月
）
。
他
の
修
羅
能
や
切
合
能
に
は
「
か
ふ
と
」
と
い
う
記
述
が
な
い
の
で
、
何
か
特
別
な
事
情
が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

岩
崎
氏
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
が
書
か
れ
た
と
き
は
現
在
使
わ
れ
て
い
な
い
作
り
物
が
使
わ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
が
（
注
８

稿
）
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
作
り
物
が
必
要
で
あ
っ
た
か
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
曲
に
「
か
ふ
と
」
を
使
う
演
出
が
残
っ
て

い
た
の
は
、
多
武
峰
様
具
足
能
と
し
て
演
じ
ら
れ
て
い
た
名
残
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
の
よ
う
に
、
〈
碇
潜
〉
は
多
武
峰
様
具
足
能
と
し
て
演
じ
ら
れ
た
と
考
え
た
く
な
る
材
料
が
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
う
断
言

す
る
に
は
も
っ
と
明
確
な
論
拠
、
つ
ま
り
こ
の
演
出
で
行
わ
れ
た
と
す
る
演
能
記
録
や
演
出
資
料
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
の
調
査
で

は
こ
う
し
た
記
録
類
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
多
武
峰
様
具
足
能
の
た
め
に
作
ら
れ
た
曲
で
あ
る
と
明
言
す
る
こ
と
は

祷
踏
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
た
だ
し
、
多
武
峰
猿
楽
と
い
う
大
和
四
座
に
と
っ
て
大
切
な
行
事
が
、
そ
の
他
の
演
能
に
何
ら
か
の
影
響
を
与

え
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
一
例
が
〈
碇
潜
〉
の
成
立
で
あ
っ
た
と
い
う
仮
説
を
示
し
て
お
き
た
い
。

〈
碇
潜
〉
が
禅
竹
時
代
か
そ
れ
以
前
に
成
立
し
て
い
た
と
す
る
と
、
信
光
作
の
〈
船
弁
慶
〉
は
そ
の
影
響
下
に
作
ら
れ
た
曲
と
な
る
が
、
実

は
そ
う
考
え
る
こ
と
で
長
刀
を
持
つ
知
盛
像
の
成
立
も
自
然
に
解
釈
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

〈
船
弁
慶
〉
の
類
話
は
『
義
経
記
』
や
舞
曲
「
西
国
落
」
な
ど
に
あ
る
が
、
こ
れ
ら
で
は
義
経
一
行
を
襲
う
霊
を
「
平
家
の
怨
霊
」
と
し

て
お
り
、
知
盛
と
特
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
〈
船
弁
慶
〉
が
知
盛
の
霊
と
す
る
典
拠
は
な
く
、
な
ぜ
そ
の
武
将
と
し
、
な
ぜ
長
刀
を

六
〈
碇
潜
〉
か
ら
〈
船
弁
慶
〉
へ
ｌ
長
刀
芸
の
確
立
Ｉ
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１８ 

持
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
か
明
確
な
説
明
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
〈
碇
潜
〉
は
「
壇
ノ
浦
合
戦
の
立
体
化
」
を
意
図
さ
れ

た
曲
と
考
え
れ
ば
、
知
盛
の
造
型
か
ら
そ
の
意
義
を
看
取
で
き
、
そ
の
作
能
意
図
か
ら
「
長
刀
を
も
つ
知
盛
」
の
姿
が
生
ま
れ
た
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
て
造
型
さ
れ
た
知
盛
像
を
〈
船
弁
慶
〉
が
利
用
し
た
と
考
え
れ
ば
、
こ
の
曲
の
怨
霊
が
な
ぜ
知
盛
で
な
ぜ
長
刀

を
も
つ
の
か
が
明
瞭
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
〈
船
弁
慶
〉
の
シ
テ
は
、
怨
霊
（
鬼
）
で
あ
り
な
が
ら
鍬
形
に
黒
頭
と
い
う
甲

に
似
せ
た
小
道
具
を
身
に
つ
け
る
。
そ
の
甲
か
ら
角
を
は
や
し
た
鬼
の
姿
を
想
起
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
（
堂
本
正
樹
氏
「
花
と
龍
を

被
る
」
「
季
刊
自
然
と
文
化
』
一
九
八
五
年
）
、
武
将
だ
か
ら
と
い
っ
て
甲
の
作
り
物
を
用
い
て
「
鬼
」
を
表
現
す
る
必
要
は
な
い
は
ず
で
あ

る
。
そ
れ
な
の
に
こ
れ
を
使
用
す
る
の
は
、
こ
の
曲
が
〈
碇
潜
〉
の
影
響
下
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

〈
船
弁
慶
〉
は
、
知
盛
の
造
型
に
お
い
て
〈
碇
潜
〉
の
多
大
な
影
響
を
受
け
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。
一
種
の
修
羅
と
し
て
造
型
さ
れ
た
知

盛
の
霊
は
、
怨
霊
と
し
て
の
性
格
を
帯
び
な
が
ら
、
〈
船
弁
慶
〉
の
中
で
さ
ら
に
「
鬼
」
と
し
て
描
か
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
し
て
〈
船
弁

慶
〉
が
発
展
さ
せ
た
の
は
、
そ
の
怨
霊
像
だ
け
で
は
な
い
。
知
盛
が
持
つ
長
刀
の
重
要
性
も
発
展
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〈
船
弁
慶
〉
で
知
盛
の
怨
霊
（
シ
テ
）
が
義
経
一
行
を
攻
め
る
終
曲
部
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

書
店
、
一
九
六
三
年
）

波
線
部
の
よ
う
に
、
長
刀

［
ノ
リ
地
］
…
シ
テ
タ
波
庁

眼
も
く
ら
み
、
心
も
乱
れ
、

［
ノ
リ
地
］
子
方
そ
の
時
義
経
、
す
こ
し
も
騒
が
ず
、
地
そ
の
時
義
経
、
す
こ
し
騒
が
ず
、
打
ち
物
抜
き
持
ち
、
現
の
人
に
、
向

か
ふ
が
ご
と
く
、
言
葉
を
交
は
し
、
戦
ひ
給
へ
ば
、
辨
慶
押
し
隔
て
、
打
ち
物
業
に
て
…
（
日
本
古
典
文
学
大
系
「
謡
曲
集
下
」
岩
波

〔
舞
働
〕

長
刀
を
持
ち
簡
単
な
所
作
を
見
せ
る
が
、
そ
の
後
詞
章
の
中
で
長
刀
を
扱
う
こ
と
は
な
い
。
そ
し
て
二
重
傍
線
部
の

夕
波
に
浮
か
め
る
、
薙
刀
取
・
り
直
し
、
地
巴
波
の
紋
、

｡ 

あ
た
り
を
払
ひ
、
潮
を
蹴
立
て
、
悪
風
を
吹
き
掛
け
、
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１９長刀を持つ知盛の成立一く碇潜><船弁慶>をめぐる試論

な
っ
て
い
る
が
、
こ
』

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

よ
う
に
場
面
を
区
切
る
詞
章
が
あ
り
、
シ
テ
が
調
伏
さ
れ
る
場
面
へ
と
移
る
。
現
在
の
演
出
で
は
そ
の
前
に
〔
舞
働
〕
が
入
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
信
光
時
代
も
同
様
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
部
分
の
構
成
が
信
光
の
切
合
能
と
酷
似
し

は
面
の
え
ん
に
出
て
…
（
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
整
版
車
屋
本
混
綴
三
番
綴
本
〈
光
季
〉
に
適
宜
濁
点
や
役
名
を
補
う
）

シ
テ
（
光
季
）
が
傍
線
部
の
よ
う
に
登
場
す
る
が
、
そ
の
活
躍
は
描
か
ず
、
波
線
部
の
よ
う
に
す
ぐ
に
子
方
（
寿
王
）
の
奮
戦
に
場
面
が
移
っ

て
し
ま
う
。
こ
れ
は
シ
テ
の
活
躍
を
詞
章
と
し
て
表
現
す
る
の
で
は
な
く
、
＊
の
箇
所
に
入
る
は
ず
の
働
事
に
集
約
す
る
手
法
を
と
っ
て

い
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
た
め
二
重
傍
線
部
の
よ
う
に
、
場
面
を
区
切
る
詞
章
を
置
き
、
働
事
を
入
れ
や
す
く
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
伊

海
稿
「
観
世
信
光
の
切
合
能
」
（
「
法
政
大
学
大
学
院
紀
要
」
五
一
号
、
一
一
○
○
三
年
十
月
）
。
こ
の
構
造
は
先
に
見
た
く
船
弁
慶
〉
の
終
曲
部
と
同

一
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
〈
船
弁
慶
〉
も
シ
テ
の
攻
め
を
働
事
の
中
に
集
約
す
る
よ
う
に
作
能
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
〈
碇
潜
〉
は
ど
こ
か
に
働
事
が
必
要
な
わ
け
で
も
な
く
、
そ
れ
な
し
で
も
演
じ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
現
行
の
演
出
で

は
八
段
の
「
す
は
修
羅
の
合
戦
始
ま
る
ぞ
や
」
の
後
に
〔
舞
働
〕
か
〔
カ
ケ
リ
〕
が
入
る
が
、
こ
の
あ
と
は
「
波
の
上
に
浮
き
出
で
た
る

は
何
者
ぞ
」
と
修
羅
の
描
写
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
働
事
が
な
く
て
も
違
和
感
は
な
い
。
本
来
〈
碇
潜
〉
の
シ
テ
は
詞
章
に
併
せ
て
長
刀
を

見
せ
る
だ
け
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
禅
鳳
の
時
代
に
は
そ
の
〈
碇
潜
〉
で
も
シ
テ
の
長
刀
捌
き
の
表
現
に
力
点
を
置
こ
う
と
す
る
試
み
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
い
う
の
も
、
禅
鳳
本
の
末
尾
に
「
す
ハ
又
し
ゆ
ら
の
合
戦
は
し
ま
る
そ
や
と
申
時
甲
お
き
候
長
刀
を
も
ち
て
は
た
ら
き
候
」
演
出
注

シ
テ
、
伊
賀
の
判
官
是
に
あ
り
兼
て
期
し
た
る
事
な
れ
ば
急
三
浦
に
対
面
せ
ん
地
、
門
を
ひ

ば
風
る
聾
の
下
よ
り
も
熱
田
三
郎
同
き
四
郎
門
の
関
貫
引
放
し
く
は
ら
り
と
開
き
一
扉
に
つ
ゐ
て

る
＊
愛
に
佐
々
木
の
高
重
と
て
黒
革
お
ど
し
の
腹
巻
に
白
柄
の
長
刀
か
い
こ
ん
で
門
よ
り

地
、
門
を
ひ
ら
け
や
兵
者
と

門
よ
り
内
に
さ
し
入
け
れ
ば ； くよ雲

Hosei University Repository



2０ 

記
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
禅
鳳
が
わ
ざ
わ
ざ
最
後
に
こ
の
よ
う
に
書
き
留
め
て
い
る
の
は
、
本
来
な
か
っ
た
働
事
を
こ
こ
に
挿
入
す
る
と

い
う
演
出
変
更
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
禅
鳳
は
〈
船
弁
慶
〉
を
意
識
し
て
〈
碇
潜
〉
を
作
能
し
た
の
で
は
な
く
、
〈
船
弁
慶
〉
の
評

判
を
受
け
て
、
金
春
座
に
あ
っ
た
〈
碇
潜
〉
の
演
出
変
更
を
試
み
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
推
測
が
許
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
当

時
長
刀
捌
き
を
見
せ
る
演
技
が
か
な
り
の
好
評
を
博
し
て
い
た
こ
と
の
傍
証
と
な
り
得
る
だ
ろ
う
。

能
に
お
け
る
長
刀
は
働
事
を
見
せ
る
た
め
で
は
な
く
、
出
立
を
際
立
た
せ
る
と
い
う
「
風
流
性
」
を
強
調
す
る
と
い
う
意
義
が
あ
る
と

推
測
さ
れ
る
が
（
「
能
に
お
け
る
長
刀
の
「
風
流
性
」
」
）
、
教
経
の
姿
を
知
盛
の
身
体
に
重
ね
た
く
碇
潜
〉
に
お
い
て
も
、
長
刀
は
同
様
の
効
果

が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
〈
船
弁
慶
〉
は
長
刀
芸
を
見
せ
場
と
し
て
作
能
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
小
道
具
の
意
義
が
大
き
く
異

な
っ
て
い
る
。
〈
船
弁
慶
〉
を
意
識
し
て
、
禅
鳳
が
〈
碇
潜
〉
に
長
刀
芸
を
加
え
た
（
あ
る
い
は
強
調
し
た
）
可
能
性
が
あ
る
点
を
踏
ま
え
る
と
、

長
刀
が
信
光
・
禅
鳳
の
時
代
に
前
後
に
出
立
を
際
立
た
せ
る
小
道
具
か
ら
派
手
な
働
キ
を
見
せ
る
小
道
具
へ
と
展
開
し
て
い
っ
た
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
勿
論
、
こ
の
長
刀
芸
が
能
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
は
、
信
光
・
禅
鳳
時
代
以
前
で
あ
っ

た
可
能
性
も
皆
無
で
は
な
い
。
し
か
し
、
彼
ら
の
時
代
に
長
刀
芸
が
大
き
な
見
所
と
し
て
開
花
し
た
の
は
確
実
で
、
こ
の
芸
の
確
立
を
考

え
る
上
で
一
つ
の
目
安
と
な
る
だ
ろ
う
。

以
上
、
長
刀
を
持
つ
知
盛
像
の
生
成
と
展
開
か
ら
、
〈
碇
潜
〉
の
成
立
環
境
や
〈
船
弁
慶
〉
の
創
意
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
。
室
町
時
代
に

多
武
峰
様
具
足
能
の
よ
う
な
能
を
作
る
環
境
が
あ
っ
た
の
な
ら
、
そ
の
特
殊
演
出
が
作
能
に
影
響
を
与
え
た
例
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
う
し
た
影
響
下
で
〈
碇
潜
〉
が
長
刀
を
持
つ
知
盛
像
を
作
り
出
し
、
〈
船
弁
慶
〉
に
お
い
て
長
刀
捌
き
を
み
せ
る
た
め
の
人
体
へ
と
変
遷
し

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
推
測
に
対
し
て
、
〈
碇
潜
〉
の
よ
う
な
曲
が
禅
竹
時
代
に
成
立
し
得
た
か
と
い
う
反

ま
と
め
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２１長刀を持つ知盛の成立一く碇潜><船弁慶>をめぐる試論
論
が
同
然
あ
る
だ
ろ
う
が
、
従
来
描
か
れ
て
い
た
能
作
史
の
流
れ
も
も
う
一
度
再
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

「
応
永
一
一
一
十
四
年
演
能
番
組
』
（
八
嶌
幸
子
氏
「
『
寺
務
方
諸
廻
請
』
紙
背
文
書
抄
（
上
）
」
（
『
北
の
丸
』
三
十
二
号
一
九
九
九
年
十
月
）
「
「
応
永

汁
四
年
演
能
記
録
」
に
つ
い
て
」
（
『
観
世
」
二
○
○
○
年
八
月
）
）
の
発
見
に
よ
り
、
〈
酒
呑
童
子
〉
や
〈
猩
々
〉
と
い
っ
た
曲
ま
で
も
が
応
永
期

に
成
立
し
て
い
た
と
い
う
驚
き
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
、
こ
れ
ま
で
の
作
品
成
立
論
の
視
座
が
大
き
く
揺
ら
い
だ
が
、
以
来
能
作
史
の
再
考

を
迫
る
よ
う
な
研
究
は
僅
少
で
あ
っ
た
と
思
う
。
対
象
曲
の
作
風
な
ど
既
成
の
枠
組
み
に
捉
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
他
曲
と
の
関
係
性
な

ど
か
ら
各
曲
の
成
立
背
景
が
論
じ
ら
れ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

〈
碇
潜
〉
は
〈
大
原
御
幸
〉
と
の
関
係
か
ら
考
え
た
場
合
、
禅
竹
時
代
に
は
成
立
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
う
推
測
す
る
障
害
が
「
作

風
」
だ
け
で
あ
る
の
な
ら
、
そ
の
再
検
討
か
ら
作
品
成
立
論
が
展
開
さ
れ
て
も
よ
い
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
し
、
む
や
み
に
既
成
の
作
能
史

を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
根
拠
が
必
要
で
あ
る
。
本
稿
で
は
多
武
峰
様
と
い
う
演
出
と
の
緊
密
性
か
ら
、
〈
碇
潜
〉
の
も
つ

「
風
流
性
」
が
禅
竹
時
代
に
も
存
在
し
得
た
こ
と
を
論
じ
て
み
た
。
こ
う
し
た
室
町
後
期
の
風
流
能
と
は
少
々
趣
の
異
な
る
「
風
流
性
」

の
中
か
ら
、
長
刀
を
持
つ
知
盛
が
誕
生
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
室
町
後
期
か
ら
現
在
ま
で
人
気
曲
で
あ
り
続
け
る
〈
船
弁
慶
〉
の
影

響
の
た
め
、
こ
の
知
盛
像
は
「
怨
霊
」
「
鬼
」
と
い
っ
た
姿
の
表
出
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
き
た
が
、
元
来
は
「
壇
ノ
浦
合
戦
の
立
体

化
」
と
い
う
趣
向
と
、
長
刀
自
体
が
内
包
す
る
「
風
流
性
」
が
交
叉
す
る
と
こ
ろ
に
生
ま
れ
た
造
型
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
注
）

１
今
回
用
い
た
主
な
「
平
家
物
語
」
テ
キ
ス
ト
は
以
下
の
通
り
。
『
平
家
物
語
」
（
佐
伯
真
一
氏
他
校
注
、
一
二
弥
井
書
店
、
一
九
九
三
年
、
一
一
○

○
○
年
）
、
「
延
慶
本
平
家
物
語
』
（
北
原
保
雄
氏
・
小
川
栄
一
編
、
勉
誠
社
、
’
九
九
○
～
一
九
九
六
年
）
、
「
長
門
本
平
家
物
語
」
（
麻
原

美
子
氏
他
編
、
勉
誠
社
、
一
一
○
○
四
年
）
、
『
平
家
物
語
函
屋
代
本
・
高
野
本
対
照
』
（
麻
原
美
子
氏
他
編
、
新
典
社
、
一
九
九
○
～
一
九
九
三

Hosei University Repository



2２ 

２
八
坂
系
諸
本
の
分
類
に
関
し
て
は
、
山
下
宏
明
氏
「
平
家
物
語
研
究
序
説
」
（
明
治
書
院
一
九
七
二
年
）
、
同
氏
編
「
平
家
物
語
八
坂
系
諸
本

の
研
究
」
（
三
弥
井
書
店
一
九
九
七
年
）
。
中
世
に
お
い
て
「
八
坂
流
」
の
名
称
を
用
い
る
こ
と
に
対
す
る
批
判
的
研
究
は
、
兵
藤
裕
己
氏
「
八

坂
流
の
発
生
ｌ
「
平
家
」
語
り
と
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
中
世
と
近
世
」
二
論
集
中
世
の
文
学
散
文
篇
」
明
治
書
院
一
九
九
四
年
）
。

３
「
た
ひ
の
あ
ま
」
が
意
味
不
明
だ
が
、
「
に
ひ
の
あ
ま
」
の
誤
写
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
ろ
文
意
が
混
乱
し
て
い
る
の
で
、
何

ら
か
の
誤
脱
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
来
安
徳
帝
と
書
く
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
か
。

４
現
存
の
上
掛
り
謡
本
で
は
、
江
戸
初
期
の
も
の
は
前
ツ
レ
が
登
場
し
、
簡
略
で
あ
る
が
ワ
キ
の
乗
船
を
拒
否
す
る
場
面
が
存
在
す
る
。
そ
れ

に
対
し
て
下
掛
り
謡
本
で
は
、
車
屋
謡
本
の
段
階
か
ら
前
ツ
レ
が
出
な
い
形
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

５
現
在
、
小
書
「
那
須
」
が
入
る
と
間
狂
言
が
那
須
与
一
の
扇
の
的
の
仕
方
話
に
な
る
。
仮
に
こ
れ
が
く
熊
手
判
官
〉
に
も
入
っ
た
と
す
る
と
、

ま
さ
に
八
島
合
戦
の
立
体
化
と
い
う
内
容
に
な
る
。

６
室
町
後
期
の
能
、
と
り
わ
け
観
世
信
光
・
長
俊
、
金
春
禅
鳳
の
作
品
が
「
風
流
性
」
を
備
え
て
い
る
こ
と
は
か
な
り
以
前
か
ら
言
わ
れ
て
い

た
こ
と
で
あ
る
が
、
従
来
ま
で
の
通
説
は
岩
波
講
座
「
能
・
狂
言
Ⅲ
能
の
作
者
と
作
品
」
（
横
道
萬
里
雄
氏
・
西
野
春
雄
氏
・
羽
田
昶
氏
岩

波
書
店
一
九
八
七
年
）
に
纏
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
禅
鳳
作
品
の
特
徴
に
つ
い
て
は
石
井
倫
子
氏
が
考
察
し
て
い
る
二
風
流
能
の
時
代
」
東
京
大

７
多
武
峰
八
講
猿
楽
及
び
多
武
峰
様
猿
楽
の
特
徴
に
つ
い
て
は
表
章
氏
が
詳
細
に
検
討
し
て
お
り
（
「
多
武
峰
の
猿
楽
」
「
能
楽
研
究
」
（
創
刊
号
、

一
九
七
四
年
）
、
後
「
大
和
猿
楽
参
究
」
（
岩
波
書
店
、
二
○
○
五
年
）
）
、
そ
の
成
果
に
従
う
こ
と
が
多
い
。

８
多
武
峰
様
具
足
能
の
風
流
的
性
質
は
つ
い
て
は
、
天
野
文
雄
氏
「
能
と
具
足
」
〈
川
口
久
雄
氏
編
「
古
典
の
変
容
と
新
生
」
一
九
八
四
年
）
や

岩
崎
雅
彦
氏
「
能
と
甲
冑
」
（
「
芸
能
文
化
史
』
二
号
、
一
九
九
一
年
）
な
ど
が
あ
る
。

年
）
、

年
）

学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
）
。

「
平
家
物
語
」
（
水
原
一
氏
校
注
、
新
潮
社
、
一
九
七
九
～
一
九
八
一
年
）
「
平
家
物
語
附
承
久
記
』
（
国
民
文
庫
刊
行
会
、
一
九
一
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２３長刀を持つ知盛の成立一く碇潜><船弁慶>をめぐる試論一
【
付
記
】
本
稿
は
、
二
○
○
七
年
度
法
政
大
学
国
文
学
会
（
七
月
十
四
日
、
法
政
大
学
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
タ
ワ
ー
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
）
に
お
い
て

行
っ
た
口
頭
発
表
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
会
場
で
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
、
深
謝
い
た
し
ま
す
。
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